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１．概要（Summary） 

単層カーボンナノチューブには右巻き・左巻きとい

う鏡像異性体が存在し、これらはお互いに反転対象の

関係にあるため、旋光性や円二色性が出ることが理論

的に予想されている。このような光学活性は、フォト

ニクス応用において偏光モード変換などに用いられ

るため重要であり、また、円二色性はスピンや磁化の

検出によく利用されており磁性との関連も深い。そこ

で、本研究では単一カーボンナノチューブにおける円

二色性の波長依存性、角度依存性、カイラル角依存性

などを詳細に調査した。 

 

２．実験（Experimental） 

 

使用装置 

高速大面積電子線描画装置 

マスク・ウェーハ自動現像装置群 

シリコン深掘りエッチング装置 

反応性プラズマエッチング装置 

形状・膜厚・電気・機械特性評価装置群 

クリーンドラフト潤沢超純粋付 

ステルスダイサー 

 

実験概要 

単一の架橋カーボンナノチューブに対し、フォトル

ミネッセンスを介して光吸収を検出するという手法

により、円二色性の測定を行った。シリコン基板上に

溝を加工し、触媒を脇に配置した上でアルコール化学

気相成長法により単層カーボンナノチューブを合成

した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

フォトルミネッセンスを利用した検出により、単一の単層

カーボンナノチューブにおける外因的キラリティによる巨

大円二色性を発見した。ナノスケールにおける偏光制御

などへの展開が期待される。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

本研究は科研費 21684016, 23104704, 24340066, 

24654080、総務省 SCOPE、および文部科学省「最先端

の光の創成を目指したネッ トワーク研究拠点プログラム」

の助成を受けた。 
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